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は
じ
め
に

人
形
浄
瑠
璃
に
歌
舞
伎
十
八
番
の
『
勧
進
帳
』
を
も
と
に
し
た
、『
勧
進
帳
』
あ
る
い
は
『
鳴
響
安
宅
新
関
』
と
い
う
作
品
が
あ
る
。

安
宅
の
関
で
山
伏
の
強
力
姿
に
な
っ
た
義
経
が
、
関
守
富
樫
に
疑
わ
れ
た
の
で
、
弁
慶
が
義
経
を
打
擲
し
て
疑
い
を
晴
ら
す
お
な
じ
み
の

演
目
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
七
月
、
道
頓
堀
文
楽
座
で
上
演
時
に
観
客
用
に
作
成
さ
れ
た
床
本
（
以
後
観
客
床

本
と
呼
ぶ
）
に
は
、
舞
台
で
見
た
こ
と
の
な
い
場
面
が
記
さ
れ
て
い
た
。
安
宅
の
関
で
義
経
が
富
樫
に
怪
し
ま
れ
る
と
、
弁
慶
が
富
樫
に

「
御
不
審
の
か
か
り
し
ア
ノ
強
力
。
わ
れ
わ
れ
帰
路
の
み
ぎ
り
ま
で
御
預
り
下
さ
れ
て
、
十
分
の
御
詮
議
を
願
ひ
た
し
。
わ
れ
は
能
登
迄

急
が
ん
」
と
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て
「
強
力
（
義
経
）
は
衣
の
袖
に
取
縋
り
コ
ハ
情
け
な
の
先
達
殿
（
中
略
）
無
念
慈
悲
の
詞
、
な
に
と

ぞ
我
れ
も
召
連
れ
て
下
さ
れ
か
し
と
頼
む
れ
ば
」
弁
慶
は
な
お
怒
っ
て
、
金
剛
杖
で
打
擲
す
る
展
開
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
上
演
が
な
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
年
長
の
人
形
遣
い
吉
田
玉
男
も
覚
え
が
な
い
と
言
う
。
観
客
床
本
の
作
成
が
、
か
な
り
い
い
加
減
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
国
立
劇
場
時
代
に
入
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
、
前
記
の
よ
う
な
床
本
も
何
か
が
典
拠
に
な
っ
て

い
る
は
ず
で
あ
り
、
一
昔
前
に
は
演
じ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
勧
進
帳
』
の
初
演
は
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
稲
荷
座
と
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
四
ッ
橋
文
楽
座
上
演
時
に
改

作
さ
れ
、
弁
慶
の
首
も
そ
れ
ま
で
の
団
七
か
ら
文
七
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
改
作
に
つ
い
て
、
明
治
の
も
の
と
少
し
変
わ
っ
た
と
す

る
見
解

（（
１１
））

と
、
一
八
九
五
年
の
書
き
下
ろ
し
を
使
っ
た
と
い
う
解
説
が
あ
る

（（
２２
））

。
明
治
初
演
時
の
も
一
九
三
〇
年
時
の
も
床
本
が
見
あ
た
ら
な

い
が
、
昭
和
の
改
作
以
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
や
、
作
成
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が
、
現
行
と
は
異
な
る
部
分
を
持
つ
も
の
が
い
く
つ

か
管
見
に
入
っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
古
い
時
代
の
『
勧
進
帳
』
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
詞
章
面
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
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一
　
調
査
し
た
床
本
類

今
回
、
調
査
し
た
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
外
題
や
表
紙
等
へ
の
記
載
は
「

」
に
入
れ
た
。
い
ず
れ
も
和
装
で
、
罫

紙
に
詞
章
を
写
し
た
２
、
３
、
４
、（
３
、
４
は
朱
入
り
）、
三
味
線
用
朱
入
り
の
８
以
外
は
、
原
則
一
丁
に
五
行
か
ら
六
行
で
詞
章
が
記

さ
れ
た
床
本
の
体
裁
で
あ
る
。

１
三
世
鶴
沢
清
六
　
旧
蔵
本
　
　
「
旅
衣
勧
進
帳
安
宅
関
」
９
丁
　
人
形
浄
瑠
璃
因
協
会
所
蔵
　
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
寄
託
　
一
丁
に

十
二
行
で
記
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。
表
紙
に
「
鶴
沢
叶
」
と
記
し
叶
の
印
を
押
し
た
貼
り
紙
あ
り
。
末
尾
に
「
明
治
廿
三
歳
庚
寅
　
初

冬
日
　
菊
寿
園
仙
操
作
　
五
世
鶴
沢
清
七
調
」
と
あ
り
。

２
三
世
鶴
沢
清
六
　
旧
蔵
本
　
　
「
鳴
響
安
宅
新
関
　
勧
進
帳
　
春
日
台
迄
」
18
丁
　
人
形
浄
瑠
璃
因
協
会
所
蔵
　
大
阪
市
立
中
央
図
書

館
寄
託
表
紙
に
「
鶴
沢
清
六
」
と
あ
り
、
罫
紙
に
書
写
。

３
三
世
鶴
沢
清
六
　
旧
蔵
本
　

「
勧
進
帳
」
18
丁
　
人
形
浄
瑠
璃
因
協
会
所
蔵
　
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
寄
託
　
表
紙
に
三
世
鶴
沢

清
六
と
あ
り
、
罫
紙
に
書
写
。

４
三
世
鶴
沢
清
六
　
旧
蔵
本
　
　
「
勧
進
帳
」
12
丁
　
寄
せ
本
『
浄
瑠
璃
多
賀
羅
』
の
内
の
一
つ
　
人
形
浄
瑠
璃
因
協
会
所
蔵
　
大
阪
市

立
中
央
図
書
館
寄
託
　
表
紙
に
鶴
沢
清
六
と
あ
り
、
罫
紙
に
書
写
。

５
五
世
竹
本
弥
太
夫
　
旧
蔵
本

「
勧
進
帳
」
49
丁
　
人
形
浄
瑠
璃
因
協
会
所
蔵
　
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
寄
託
　
末
尾
に
「
逢
水
写
書
」

と
あ
り
。

６
三
世
竹
本
越
路
太
夫
　
旧
蔵
本
「
安
宅
関
所
の
段
」
51
丁
　
豊
竹
呂
勢
大
夫
所
蔵
　
表
紙
に
越
路
太
夫
と
あ
り
。

７
杉
山
其
日
庵
　
旧
蔵
本
　
　
　
「
安
宅
関
所
段
」
50
丁
　
豊
竹
呂
勢
大
夫
所
蔵
　
表
紙
次
葉
に
「
大
正
十
五
年
二
月
復
興
　
昭
和
六
年

八
月
再
写
　
其
日
庵
主
人
識
」
と
あ
り

（（
３３
））

。
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８
野
沢
金
弥
　
旧
蔵
本
　
　
　

「
安
宅
関
勧
進
帳
段
」
37
丁
　
国
立
劇
場
所
蔵
　
表
紙
に
「
野
沢
金
弥
」
の
署
名
と
印
。
表
紙
裏
に

「
初
代
団
平
師
伝
来
鶴
沢
道
八
師
章
也
」、
末
尾
に
「
昭
和
四
年
七
月
七
日
野
沢
金
弥
之
写
ス
」
と
記
し
金
弥
の
印
。

９
五
世
鶴
沢
勇
造
　
旧
蔵
本
　
　
「
鳴
響
安
宅
新
関
勧
進
帳
の
段
」
49
丁
　
国
立
劇
場
所
蔵

10
五
世
鶴
沢
勇
造
　
旧
蔵
本
　
　
「
鳴
響
安
宅
新
関
勧
進
帳
の
段
」
42
丁
　
国
立
劇
場
所
蔵
　
表
紙
に
「
五
代
目
」「
鶴
沢
勇
造
」
の
印
。

見
ら
れ
る
通
り
、
成
立
や
書
写
の
年
月
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
１
、
７
、
８
の
み
で
あ
る
。

１
は
末
尾
に
あ
る
書
き
入
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
初
演
と
さ
れ
る
一
八
九
五
年
の
よ
り
も
古
い
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
九
五
年
の
も

の
は
節
付
け
は
豊
沢
団
平
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
詞
章
の
作
者
は
不
明
で
あ
り
、
１
の
菊
寿
園
仙
操
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。
１
が

実
際
に
上
演
さ
れ
た
の
か
、
九
五
年
の
作
品
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
た
だ
本
に
は
朱
に
よ
る
曲
節
の
書
き
込
み
が
あ
り
、

少
な
く
と
も
稽
古
を
し
た
こ
と
は
伺
わ
せ
る
。
い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

７
は
『
杉
山
其
日
庵
遺
作
浄
瑠
璃
集
』
補
綴
の
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
集
の
解
説
に
石
割
松
太
郎
は
一
八
九
五
年
の
作
品
と
其

日
庵
補
綴
に
つ
い
て
「（
九
五
年
の
は
）
豊
沢
団
平
の
節
付
け
で
あ
る
が
、
文
章
の
冗
長
が
そ
の
欠
点
で
あ
っ
た
か
ら
、
庵
主
（
其
日
庵
）

は
団
平
の
節
付
け
を
鶴
沢
仲
助
を
し
て
写
さ
し
め
、
文
章
を
謡
曲
の
そ
れ
に
よ
つ
て
グ
ツ
ト
引
締
め
た
る
上
、
竹
本
摂
津
大
掾
の
イ
キ
と

マ
と
を
よ
く
聴
い
て
再
現
し
た
る
も
の
」
と
記
し
て
い
る
。
摂
津
大
掾
が
舞
台
で
こ
れ
を
語
っ
た
記
録
は
な
い
が
、
右
の
解
説
に
よ
る
と
、

其
日
庵
が
指
導
し
た
竹
本
素
女
は
語
っ
た
ら
し
い
。

作
成
或
い
は
書
写
年
月
が
記
さ
れ
て
い
な
い
本
に
つ
い
て
は
、
旧
蔵
者
の
襲
名
時
期
や
没
年
か
ら
、
い
つ
頃
の
も
の
か
推
定
す
る
し
か

な
い
。
す
な
わ
ち
２
、
３
、
４
は
鶴
沢
清
六
が
叶
か
ら
三
世
清
六
を
襲
名
し
た
の
が
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
で
、
没
し
た
の
が
一
九

二
二
（
大
正
十
一
）
年
で
あ
る
の
で
そ
の
間
の
も
の
と
な
る
。
な
お
２
の
表
紙
に
あ
る
「
春
日
台
」
は
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
稲
荷

座
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
稲
荷
座
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
御
霊
文
楽
座
の
番
付

（（
４４
））

に
も
見
ら
れ
る
。
清
六
は
御
霊
文
楽
座
に
出

勤
し
て
い
た
か
ら
、
２
は
一
九
一
三
年
の
写
し
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
５
に
つ
い
て
は
弥
太
夫
と
い
う
記
名
は
な
く
、
弥
太
夫
旧
蔵
と
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い
う
こ
と
で
、
彼
の
没
年
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
以
前
と
す
る
し
か
な
い
。
６
は
越
路
大
夫
の
三
世
襲
名
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）

年
か
ら
引
退
状
態
に
な
る
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
ま
で
の
も
の
。
９
、
10
は
勇
造
襲
名
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
か
ら
没
し
た
一
九

四
六
（
昭
和
二
一
）
年
ま
で
の
も
の
と
し
て
お
く
。

で
は
次
項
か
ら
、
展
開
に
現
行
と
は
顕
著
な
相
違
が
あ
る
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。
現
行
の
文
楽
で
も
公
演
時
や
大
夫
に
よ
っ

て
、
詞
章
や
演
出
に
多
少
の
相
違
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
い
う
現
行
と
は
、
主
と
し
て
平
成
以
降
の
国
立
劇
場
小
劇
場
の
上
演
と
、
平
成

十
五
年
国
立
劇
場
小
劇
場
の
観
客
床
本
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
　
冒
　
頭

冒
頭
は
、
現
行
で
は
先
行
の
能
『
安
宅
』
や
歌
舞
伎
十
八
番
『
勧
進
帳
』（
以
下
『
十
八
番
』
と
略
す
）
か
ら
流
用
し
た
「
か
や
う
に

候
者
は
加
賀
の
国
富
樫
の
某
に
て
候
」
で
あ
る
。
そ
し
て
富
樫
と
番
卒
と
の
短
い
会
話
が
あ
っ
て
、
や
は
り
先
行
作
と
同
様
「
旅
の
衣
は

篠
懸
の
」
と
続
い
て
義
経
一
行
の
登
場
と
な
る
。
調
査
し
た
十
本
中
、
２
、
３
、
６
、
７
、
９
、
10
は
「
か
や
う
に
候
者
」
で
始
ま
る

（（
５５
））

。

４
、
５
、
８
は
富
樫
の
名
乗
り
の
部
分
が
省
略
さ
れ
、「
旅
の
衣
は
」
で
始
ま
る
。
と
こ
ろ
が
１
の
冒
頭
は
、

兄
弟
牆
に
鬩
と
い
ふ
故
人
の
諺
。
誠
成
か
な
右
大
将
源
頼
朝
公
。
九
郎
判
官
を
う
た
が
ひ
。
加
賀
の
国
安
宅
の
湊
に
関
所
を
設
け
。

義
経
作
り
山
伏
と
な
つ
て
。
奥
州
秀
衡
へ
お
も
む
く
を
さ
へ
き
ら
ん
と
守
り
。
厳
し
き
関
の
戸
や

と
な
っ
て
お
り
、
富
樫
が
番
卒
を
呼
び
出
し
「
山
伏
の
通
る
事
あ
ら
ば
。
厳
重
に
改
る
よ
ふ
。
き
つ
と
心
得
候
へ
。
畏
つ
て
候
。
旅
の
衣

は
篠
か
け
の
」
と
続
く
。
語
り
出
し
は
他
本
に
な
い
『
詩
経
』（
小
雅
・
常
木
棣
）
の
一
節
に
よ
る
が
、「
旅
の
衣
」
以
下
、
登
場
す
る
一

行
の
描
写
も
他
本
と
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
最
大
の
相
違
は
「
卿
の
君
を
も
男
に
粧
ひ
。
山
伏
都
合
十
三
人
。
海
津
の
浦
を
跡
に
見
て
。

関
の
こ
な
た
に
着
に
け
り
」
の
部
分
で
あ
る
。
卿
の
君
に
つ
い
て
は
、
三
で
取
り
上
げ
る
の
で
、
山
伏
の
人
数
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
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山
伏
の
人
数
は
能
で
は
「
判
官
殿
十
二
人
の
作
り
山
伏
と
な
つ
て
」
で
、
浄
瑠
璃
も
そ
れ
を
踏
襲
す
る
も
の
が
多
く
、
実
際
の
登
場
は

義
経
、
弁
慶
と
四
天
王
で
あ
っ
て
も
、
床
本
は
十
二
人
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
６
は
「
判
官
殿
に
は
作
り
山
伏
と
な
つ
て
」
と
人

数
を
記
し
て
い
な
い
。
現
行
も
山
伏
の
人
数
は
語
ら
ず
、
矛
盾
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

三
　
　
卿
の
君
と
富
樫
の
贈
り
物
・
延
年

１
の
よ
う
に
、
現
行
と
は
異
な
っ
た
卿
の
君
が
登
場
す
る
作
品
が
、
他
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
の
場
面
で
登
場
す
る
の
が
６
、
登
場

は
な
く
語
り
に
だ
け
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
が
８
で
あ
る
。
そ
の
他
に
一
八
九
五
年
上
演
『
鳴
響
安
宅
新
関
』
に
あ
る
「
道

行
弥
生
の
旅
路
」「
杖
の
折
檻
　
春
日
台
」
に
は
、
卿
の
君
登
場
が
『
義
太
夫
年
表
　
明
治
篇
』
所
収
の
番
付
で
確
認
で
き
る
。
し
か
し

そ
の
内
容
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
「
道
行
は
歌
舞
伎
の
『
鞍
馬
獅
子
』
の
よ
う
な
も
の
」
と
い
う
芸
談

（（
６６
））

が
残
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

１
の
場
合
、
道
行
は
な
く
、
一
八
九
五
年
の
作
品
に
影
響
を
与
え
た
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
。『
義
経
記
』
に
は
義
経
の
北
の
方
が
稚

児
姿
に
な
っ
て
、
逃
避
行
に
同
道
す
る
記
載
が
あ
る
。
そ
し
て
巻
第
七
に
は
、
女
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
、
そ
の
後
、
亀
割
山
で
出
産
す

る
件
が
あ
る
。
１
は
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
女
方
の
登
場
が
な
い
先
行
作
よ
り
華
や
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
１
で
一
行
は
関
守
に
疑
わ
れ
「
最
期
の
勤
め
」
を
な
し
、
つ
い
で
勧
進
帳
の
読
み
上
げ
、
山
伏
問
答
、
金
剛
杖
で
の
義
経
打
擲
と

展
開
す
る
。
そ
し
て
関
所
の
通
過
後
、
富
樫
が
酒
を
持
参
す
る
の
も
、
詞
章
に
相
違
は
見
ら
れ
る
が
、
他
の
『
勧
進
帳
』
と
運
び
は
同
様

で
あ
る
。
た
だ
し
１
で
の
富
樫
は
、
現
行
の
よ
う
に
弁
慶
と
会
話
す
る
こ
と
も
な
く
す
ぐ
に
退
場
し
、
義
経
主
従
が
舞
台
に
残
る
。
そ
し

て
「
富
樫
が
持
せ
し
贈
り
物
。
取
上
見
れ
ば
コ
ハ
い
か
に
。
内
よ
り
落
ち
る
関
所
の
鑑
札
」
と
な
る
。
弁
慶
は
「
か
ゝ
る
目
出
度
折
か
ら
」

静
の
舞
の
手
を
見
覚
え
て
い
る
卿
の
君
に
、
舞
を
一
差
し
所
望
す
る
。
彼
女
は
辞
退
し
「
判
官
も
興
じ
給
ひ
」
弁
慶
に
舞
を
勧
め
る
が
、

弁
慶
は
「
坊
主
天
窓
の
く
る

く
舞
は
興
あ
ら
じ
」
と
言
い
、
卿
の
君
が
酒
の
肴
に
延
年
の
舞
を
見
せ
る
。
先
行
作
で
の
弁
慶
の
舞
を
女
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が
舞
う
と
こ
ろ
が
趣
向
で
あ
る
が
、
結
末
は
先
行
作
を
取
り
入
れ
て
、「
笈
を
お
つ
と
り
肩
に
打
か
け
毒
蛇
虎
口
を
今
爰
に
。
遁
れ
出
た

る
心
地
し
て
陸
の
国
へ
ぞ
向
ひ
け
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
明
る
い
展
開
に
な
り
な
が
ら
の
結
末
の
詞
章
は
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
感
が
あ
る

が
や
は
り
『
勧
進
帳
』
と
し
て
は
先
行
作
の
詞
章
も
無
視
出
来
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

卿
の
君
が
登
場
し
た
り
、
富
樫
が
一
行
に
贈
り
物
を
し
た
り
す
る
内
容
は
、
６
に
も
見
ら
れ
る
。
但
し
こ
の
作
品
で
は
、
卿
の
君
は
富

樫
の
再
登
場
時
に
富
樫
の
贈
り
物
と
し
て
、
義
経
に
引
き
合
わ
さ
れ
る
。
６
の
場
合
、
関
所
で
富
樫
に
強
力
姿
の
義
経
が
留
め
ら
れ
る
ま

で
は
、
現
行
と
内
容
や
詞
章
に
大
差
は
な
い

（（
７７
））

。
し
か
し
、
義
経
が
富
樫
に
留
め
ら
れ
て
か
ら
は
、
前
述
の
よ
う
な
強
力
姿
の
義
経
を
弁
慶

が
関
に
置
い
て
ゆ
く
と
い
う
件
が
あ
る
。
そ
し
て
関
を
通
過
し
て
か
ら
の
一
行
の
や
り
と
り
に
は
、
七
で
述
べ
る
が
、
現
行
に
は
な
い
部

分
も
あ
っ
て
「
乗
物
先
に
富
樫
之
助
」
の
再
登
場
と
な
る
。
富
樫
に
酒
を
勧
め
ら
れ
た
弁
慶
は
、
そ
れ
と
な
く
義
経
を
慰
め
富
樫
も
彼
の

心
を
察
す
る
詞
章
が
あ
っ
て
、
富
樫
の
頼
朝
・
義
経
へ
の
思
い
が
語
ら
れ
る
。
登
場
人
物
の
心
情
を
よ
り
詳
し
く
描
写
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
他
本
に
は
な
い
。

６
に
出
る
乗
り
物
に
は
富
樫
之
助
の
言
う
「
新
客
（
義
経
）
殿
へ
某
が
寸
志
の
肴
」
と
し
て
卿
の
君
が
乗
っ
て
い
る
。
彼
は
さ
ら
に
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
若
君
を
抱
え
た
喜
三
太
も
呼
び
出
す
。
富
樫
と
卿
の
君
た
ち
の
出
会
い
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。

義
経
は
我
が
子
の
将
来
を
考
え
る
と
、
今
、
殺
し
た
方
が
よ
い
と
語
り
、
卿
の
君
が
恨
み
泣
く
。
弁
慶
が
取
り
な
し
て
「
御
果
報
は
伯

父
君
鎌
倉
殿
に
似
給
ひ
（
中
略
）
力
は
斯
申
弁
慶
に
似
給
へ
」
と
祝
福
し
亀
鶴
と
命
名
す
る
。
こ
こ
に
は
「
義
経
記
」
巻
七
の
影
響
が
見

ら
れ
る
が
、
そ
の
後
は
、
富
樫
之
助
が
盃
を
勧
め
、
お
な
じ
み
の
弁
慶
の
延
年
の
舞
へ
と
つ
な
が
る
。

６
の
末
尾
に
は
一
行
が
奥
州
に
出
立
し
た
後
、
弁
慶
の
計
略
と
富
樫
の
情
け
を
た
た
え
、
御
台
（
卿
の
君
）
若
君
を
守
護
す
る
喜
三
太

に
つ
い
て
も
述
べ
た
後
、
竹
本
と
君
が
代
を
寿
ぐ
詞
章
が
つ
く
。
現
行
で
は
見
ら
れ
な
い
が
、
目
出
度
く
終
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
意
図
で

あ
ろ
う
。
こ
の
様
な
詞
章
が
つ
く
も
の
は
他
に
５
、
８
、
10
が
あ
る
。
５
と
10
に
は
卿
の
君
の
登
場
は
な
い
の
で
、
御
台
若
君
に
関
す
る

詞
章
は
な
い
。
８
は
卿
の
君
の
登
場
は
な
い
が
、
寿
ぐ
部
分
に
は
６
と
同
様
な
御
台
若
君
の
記
述
が
あ
る
。
実
際
に
こ
れ
を
語
っ
た
か
否
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か
不
明
で
あ
る
が
、
目
出
度
い
詞
章
を
付
け
る
際
、
形
式
的
な
も
の
と
し
て
本
文
と
の
矛
盾
も
気
に
か
け
ず
、
こ
の
よ
う
に
し
た
の
か
も

し
れ
な
い

（
８
）
。

富
樫
が
義
経
一
行
に
贈
り
物
を
す
る
例
は
他
に
、
３
と
７
で
両
者
の
詞
章
は
よ
く
似
て
い
る
。
７
を
例
に
挙
げ
て
お
こ
う
。
富
樫
は
酒

を
勧
め
、
す
ぐ
に
退
場
、
一
行
が
贈
り
物
を
「
取
上
見
れ
ば
」
関
所
の
切
手
と
い
う
成
り
行
き
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
常
陸
坊
が
弁

慶
に
「
か
ゝ
る
目
出
度
折
な
れ
ば
。
君
を
寿
く
舞
の
手
を
。
一
さ
し
」
と
勧
め
る
が
弁
慶
は
「
坊
主
天
窓
の
ぐ
る

く
舞
い
は
興
あ
ら
じ
」

と
一
旦
は
辞
退
す
る
。
し
か
し
「
判
官
も
興
じ
給
ひ
」
所
望
す
る
の
で
延
年
を
舞
う
。
末
尾
は
や
は
り
「
虎
の
尾
を
踏
（
中
略
）
下
り
け

る
」
で
あ
る
。

富
樫
を
義
経
一
行
を
見
逃
す
情
け
あ
る
武
士
と
す
る
の
は
、『
十
八
番
』
以
来
で
あ
る
が
贈
り
物
を
す
る
富
樫
は
、
そ
の
情
け
を
強
調

す
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
近
松
門
左
衛
門
作
『

静
胎
内
　
』（
推
定
一
七
一
三
＝
正
徳
三
年
閏
五
月
）
で
は
富
樫
が
一
札
を
与
え
、

近
松
作
を
榎
本
虎
彦
が
脚
色
し
た
歌
舞
伎
の
『
安
宅
関
』
で
も
、
富
樫
は
切
手
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
影
響
や
切
手
と
い
う
と
曽
我

対
面
も
思
わ
せ
、
義
経
主
従
の
将
来
が
開
け
る
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る
が
、
緊
張
感
が
弱
く
な
る
の
は
否
め
な
い
。

な
お
、
弁
慶
の
鬘
は
現
行
は
総
髪
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
一
九
三
〇
年
に
、
首
を
団
七
か
ら
文
七
に
改
め
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
以
前
は
『
義
経
千
本
桜
』『
御
所
桜
堀
川
夜
討
』『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』、
或
い
は
歌
舞
伎
『
安
宅
関
』
の
よ
う
な
「
坊
主
天
窓
」
で

あ
っ
た
こ
と
を
、
１
、
３
、
７
は
示
し
て
い
る

（（
９９
））

。

四
　
関
所
前
で
の
一
行

関
所
を
前
に
し
た
一
行
の
詞
章
に
も
相
違
が
あ
る
。
関
所
に
つ
い
て
ま
ず
語
る
の
は
、
現
行
で
は
「
花
の
安
宅
に
着
き
に
け
る
。
義
経

公
辺
り
を
見
廻
し
い
か
に
弁
慶
。
か
く
往
く
先
々
に
関
所
を
設
け
、
山
伏
を
堅
く
選
む
と
あ
れ
ば
」
と
義
経
で
あ
る
。
１
以
下
で
は
義
経
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の
場
合
と
弁
慶
の
場
合
が
あ
る
。
義
経
か
ら
口
火
を
切
る
の
は
１
、
２
、
３
、
４
、
７
、
弁
慶
か
ら
は
５
、
６
、
８
、
９
で
あ
る
。
10
は

安
宅
到
着
後
直
ち
に
弁
慶
が
関
所
に
声
を
か
け
る
の
で
、
主
従
の
や
り
と
り
は
な
い
。

１
で
は
「
関
の
こ
な
た
に
着
に
け
り
。
義
経
小
声
に
成
い
か
に
弁
慶
。
今
来
り
し
道
に
て
旅
人
の
噂
。
此
安
宅
に
新
関
を
す
へ
。
山
伏

を
ゑ
ら
む
よ
し
。
心
ぐ
る
し
と
有
け
れ
ば
。
弁
慶
う
な
つ
き
」、
２
、
３
、
７
は
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
章
が
類
似
し
、
１
の
詞
章
と
多
少
の
違

い
は
あ
る
が
、
義
経
が
旅
人
の
噂
を
弁
慶
に
語
る
と
い
う
内
容
に
変
わ
り
は
な
い
。
４
は
省
略
が
多
い
本
で
あ
る
が
２
、
３
、
７
と
同
様

と
見
な
せ
る
。
能
で
は
シ
テ
（
弁
慶
）
が
関
所
前
で
の
休
憩
を
勧
め
た
後
、
子
方
（
義
経
）
が
「
旅
人
の
申
し
て
通
り
つ
る
こ
と
を
聞
き

て
あ
る
か
」
と
シ
テ
に
語
り
か
け
る
。
１
以
下
は
能
と
詞
章
は
違
う
が
義
経
か
ら
旅
人
の
噂
を
語
る
と
い
う
点
で
、
能
の
影
響
を
考
え
て

も
よ
か
ろ
う
。

５
は
「
花
の
安
宅
に
つ
き
に
け
る
弁
慶
は
足
を
止
め
我
君
に
申
上
ん
は
先
刻
喜
三
太
が
申
せ
し
関
所
は
即
ち
是
れ
に
て
候
と
言
上
す
れ

ば
義
経
公
傍
り
見
廻
し
い
か
に
弁
慶
」
と
な
っ
て
い
る
。
６
、
８
、
９
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
６
で
は
富
樫
の
再
登
場

時
に
喜
三
太
は
顔
を
出
す
。
８
で
は
寿
ぐ
部
分
に
喜
三
太
の
名
が
見
ら
れ
る
、
９
に
は
喜
三
太
の
登
場
は
な
い
。『
義
太
夫
年
表
　
明
治

篇
』
所
収
の
番
付
で
、
一
八
九
五
年
・
九
七
年
稲
荷
座
上
演
時
に
は
喜
三
太
の
登
場
が
確
認
で
き
る
。
登
場
が
な
く
て
も
喜
三
太
の
名
が

弁
慶
の
詞
章
に
あ
る
の
は
、
古
い
作
品
の
名
残
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
国
立
劇
場
の
観
客
床
本
も
５

と
同
様
で
、
喜
三
太
の
名
が
見
え
る
。
し
か
し
実
際
に
は
「
我
君
に
申
し
上
ん
先
刻
申
せ
し
関
所
は
」
と
、
喜
三
太
の
名
を
抜
い
て
語
っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
の
国
立
劇
場
観
客
床
本
は
、
現
行
と
同
じ
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
床
本
は
実
際
の
上

演
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
近
年
で
も
語
り
の
詞
章
は
相
違
が
あ
り
、
古
い
詞
章
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
得
る
。

五
　
強
力
に
つ
い
て
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次
に
、
は
じ
め
に
で
記
し
た
強
力
姿
の
義
経
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
物
の
強
力
の
登
場
を
ま
ず
見
て
お
き
た
い
。
能
で
は
オ
モ
ア
イ

の
演
じ
る
強
力
が
、
か
な
り
活
躍
す
る
。
義
経
は
山
伏
出
立
で
登
場
、
舞
台
で
篠
掛
を
の
け
強
力
の
笈
を
肩
に
し
て
強
力
姿
と
な
る
。
一

方
、
現
行
の
文
楽
で
は
義
経
は
「
身
は
山
伏
の
強
力
」
と
な
っ
て
登
場
し
、
本
物
の
強
力
は
登
場
し
な
い
。
こ
れ
は
『
十
八
番
』
の
や
り

方
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
浄
瑠
璃
に
は
能
の
影
響
と
思
わ
れ
る
、
強
力
が
登
場
す
る
例
が
あ
る
。
２
と
７
で
あ
る
。
と
も
に
能
と
類
似

し
た
詞
章
で
、
義
経
は
弁
慶
の
計
ら
い
で
舞
台
上
で
強
力
姿
と
な
る
。
強
力
は
能
ほ
ど
活
躍
し
な
い
が
、
彼
の
詞
に
は
、
２
に
　
　
　
の

７
に
　
　
　
の
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
強
力
姿
の
義
経
が
疑
わ
れ
る
場
面
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
は
じ
め
に
で
述
べ
た
よ
う
な
、
弁
慶
と
義
経
の
や
り
と
り
が
あ
る
の

は
、
６
と
10
で
あ
る
。
こ
の
場
の
両
者
の
詞
章
は
類
似
し
て
お
り
、
弁
慶
は
疑
わ
れ
た
義
経
を
「
憎
い
や
つ
」
と
現
行
の
詞
章
に
も
あ
る

怒
り
の
詞
を
か
け
た
後
、
富
樫
に
「
我

く
帰
路
の
砌
ま
で
御
預
り
下
さ
れ
て
」
云
々
と
語
り
、
義
経
が
「
衣
の
袖
に
取
縋
り
」
と
な
る
。

こ
れ
は
『
十
八
番
』
の
「
ま
だ
こ
の
上
に
も
御
疑
い
の
候
わ
ば
、
こ
の
強
力
め
、
荷
物
の
布
施
物
も
ろ
と
も
に
お
預
け
申
す
。
い
か
よ
う

と
も
糾
明
な
さ
れ
い
」
と
い
う
弁
慶
の
こ
と
ば
を
下
敷
き
に
し
、
義
経
を
庶
民
的
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
６
は
こ
の
辺
り
に
「

」

や
●
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
現
在
の
本
書
の
所
有
者
呂
勢
大
夫
は
、
こ
れ
ら
は
語
る
時
に
抜
か
す
目
印
で
あ
る
と
言
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

実
際
に
は
「
憎
い
や
つ
」
の
あ
と
は
、「
イ
サ
物
見
せ
て
く
れ
ん
ず
と
金
剛
杖
を
」
ま
で
と
ば
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
印
を
付
け
た
の

が
越
路
太
夫
な
の
か
そ
の
後
の
本
の
持
ち
主
か
は
不
明
で
あ
る
。
10
に
は
抜
か
す
印
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
弁
慶
と
義
経
の
や
り
と
り
が

実
演
さ
れ
た
と
い
う
保
証
は
な
い
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
先
行
作
に
は
な
い
お
芝
居
め
い
た
詞
章
が
書
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

六
　
関
所
で
の
そ
の
他
の
相
違
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関
主
の
名
は
現
行
で
は
富
樫
之
助
正
広
で
あ
る
。
能
で
は
富
樫
某
、『
十
八
番
』
で
は
富
樫
左
衛
門
と
名
乗
る
。
浄
瑠
璃
で
現
行
と
同

じ
な
の
は
５
、
６
、
８
、
９
、
10
、
左
衛
門
は
、
１
、
２
、
３
、
７
で
あ
る
。
省
略
部
分
の
多
い
４
は
富
樫
の
名
乗
り
部
分
が
な
く
、
地

の
文
に
富
樫
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
左
衛
門
と
し
た
の
は
『
十
八
番
』
の
流
用
で
あ
ろ
う
。

義
経
一
行
を
迎
え
て
の
富
樫
は
、
５
、
６
、
８
、
９
、
10
で
は
弁
慶
と
番
卒
の
関
所
前
で
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
か
ら
「
襖
左
右
へ

押
シ
開
ラ
か
せ
」
と
登
場
が
描
写
さ
れ
る
。
１
、
３
で
は
「
跡
に
さ
が
つ
て
さ
し
か
ゝ
る
。
富
樫
の
左
衛
門
詞
を
か
け
。
ノ
ウ

く
客
僧

達
」、
２
、
７
は
「
よ
ろ

く
と
し
て
行
給
ふ
ノ
ウ

く
客
僧
達
」
で
あ
る
。
舞
台
に
道
具
を
お
か
な
い
能
と
『
十
八
番
』
で
は
富
樫
は

舞
台
に
待
機
し
て
お
り
、「
襖
」
は
な
い
。
１
、
２
、
３
、
７
は
そ
の
踏
襲
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
５
、
６
、
８
、
９
、
10
は
富
樫
の
名

と
も
ど
も
先
行
作
と
変
え
、
関
所
の
道
具
を
置
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
八
九
五
年
の
上
演
に
関
す
る
芸
談
で
は
「
こ
の
『
勧
進

帳
』
は
、
只
今
文
楽
で
演
る
の
と
少
し
違
つ
て
居
て
、
坊
主
頭
の
弁
慶
で
、
舞
台
も
関
所
で
、
富
樫
が
真
中
に
居
ま
し
た
。
歌
舞
伎
で
中

車
さ
ん
が
よ
く
出
し
て
居
ら
れ
た
『
安
宅
関
』
と
、
だ
い
た
い
一
緒
で
あ
つ
た
様
に
思
ひ
ま
す
。（
中
略
）
舞
台
が
上
下
に
な
つ
て
居
て
、

上
に
居
る
富
樫
へ
向
つ
て
、
勧
進
帳
を
読
む
」
と
記
さ
れ

（（
1100
））

、
こ
の
時
に
は
道
具
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
只
今
文
楽
で
演
る
」

様
な
舞
台
に
な
っ
た
の
は
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
か
ら
な
の
か
、
こ
の
記
事
で
は
不
明
で
あ
る
。
三
〇
年
四
ッ
橋
文
楽
座
の
観
客
床
本

で
は
、「
襖
左
右
へ
」
の
記
述
が
あ
る
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
東
京
明
治
座
に
関
し
て
は
「
舞
台
は
能
の
方
と
同
じ
く
松
羽
目
で
」

と
い
う
評
文
が
残
っ
て
い
る

（（
1111
））

。
少
な
く
と
も
こ
れ
以
降
は
舞
台
は
松
羽
目
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
翌
年
の
四
ッ
橋
文
楽
座
観
客
床
本

も
、
さ
ら
に
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
七
月
、
道
頓
堀
文
楽
座
の
観
客
床
本
も
「
襖
左
右
へ
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
を
知
る
演

者
達
に
襖
の
記
憶
は
な
く
、
こ
の
頃
の
観
客
床
本
は
以
前
の
物
を
襲
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
六
三
年
に
襖
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
一
九
三
〇
年
以
前
に
は
関
所
の
道
具
の
あ
る
演
出
と
な
い
演
出
が
あ
っ
た
が
、
結
局
、
先
行
の
芸
能
の
よ
う
に
、
道
具
な
し
に
落
ち

着
い
た
と
見
て
お
き
た
い
。

富
樫
が
襖
を
開
い
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
５
、
６
、
８
、
９
、
10
で
は
、『
義
経
記
』
巻
第
七
に
あ
る
富
樫
の
館
で
の
や
り
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と
り
を
下
敷
き
に
し
た
、
次
の
よ
う
な
会
話
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
富
樫
が
弁
慶
に
「
貴
僧
の
御
性
名

（（
ママ
ママ
））

は
」
と
尋
ね
弁
慶
は
「
愚
僧
は
讃
岐

の
阿
闍
梨
と
申
者
伯
叔

（（
ママ
ママ
））な

る
美
作
の
阿
闍
梨
は
東
山
道
を
信
濃
へ
下
り
愚
僧
は
北
陸
道
を
勧
進
い
た
す
」
と
答
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
会

話
は
富
樫
登
場
前
の
弁
慶
と
番
卒
と
の
や
り
と
り
の
な
い
１
、
２
、
３
、
７
に
は
な
い
。
４
は
前
述
の
よ
う
に
こ
の
辺
り
は
省
略
さ
れ
て

い
る
。
５．

６．

８．

９．

10
は
富
樫
の
名
前
、
襖
の
他
、
こ
こ
に
も
先
行
作
に
な
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
会
話
は
現
行
で
は
語
ら

れ
な
い
が
、
一
九
六
三
年
の
観
客
床
本
に
は
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
九
三
〇
年
以
降
も
語
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。

七
　
関
所
通
過
後
の
義
経
の
嘆
き

『
十
八
番
』
で
は
関
所
通
過
後
、
富
樫
を
欺
く
た
め
と
は
い
え
、
主
君
義
経
を
打
擲
し
た
こ
と
を
弁
慶
が
詫
び
て
「
つ
い
に
泣
か
ぬ
弁

慶
も
、
一
期
の
涙
ぞ
殊
勝
な
る
」
と
な
り
、
続
い
て
「
判
官
御
手
を
取
り
給
い
」
以
下
、
義
経
が
我
が
身
の
不
運
を
嘆
く
。
こ
こ
は
能
を

下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
主
従
が
心
を
通
わ
せ
る
『
十
八
番
』
独
特
の
し
み
じ
み
し
た
場
面
を
形
成
す
る
。

現
行
の
文
楽
で
は
「
一
期
の
涙
ぞ
殊
勝
な
る
」
の
後
す
ぐ
に
富
樫
の
出
と
な
っ
て
、
義
経
が
嘆
く
詞
章
等
は
な
い
。
以
前
の
も
の
で
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

義
経
の
嘆
き
の
な
い
も
の
は
５
、
８
、
９
、
10
で
あ
る
。
５
、
８
は
「
関
を
遙
に
過
ぎ
に
け
る
ノ
ウ

く
客
僧
達
」
と
関
所
通
過
後
、

主
従
の
や
り
と
り
は
な
く
富
樫
の
登
場
と
な
る
。
９
は
現
行
と
同
様
で
あ
る
。
10
は
「
つ
い
に
泣
か
ぬ
」
は
な
く
、「
皆
一
同
に
弁
慶
の

知
謀
を
感
じ
取
々
に
祝
し
悦
ぶ
折
か
ら
に
ノ
ウ

く
客
僧
達
」
と
富
樫
の
出
に
な
る
、
明
る
い
展
開
で
あ
る
。

次
に
嘆
き
の
あ
る
例
だ
が
、
こ
れ
も
本
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
る
。

１
は
「
一
期
の
涙
ぞ
。
殊
勝
な
れ
。
判
官
や
が
て
手
を
取
給
ひ
。
実
武
士
の
。
習
ひ
と
は
い
ひ
な
が
ら
。
国
の
為
家
の
為
。
身
の
危
ふ

き
も
か
へ
り
見
ず
」
以
下
、
戦
の
苦
労
を
語
り
、
そ
れ
も
「
浮
世
の
夢
か
幻
か
。
消
て
は
か
な
き
水
の
泡
。
推
量
せ
よ
や
弁
慶
と
。
か
こ
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ち
給
へ
ば
」
弁
慶
も
「
す
べ
な
き
物
と
し
ほ
れ
か
ゝ
り
し
鬼
薊
花
に
。
露
置
風
情
也
」
と
な
っ
て
い
て
『
十
八
番
』
の
一
部
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
独
特
の
詞
章
を
作
り
出
し
て
い
る
。

２
は
「
一
期
の
涙
ぞ
殊
勝
也
判
官
武
蔵
の
手
を
取
給
ひ
我
を
斯
迄
思
ひ
つ
る
忠
義
の
程
は
忘
れ
ま
じ
ア
ヽ
い
か
成
ば
こ
そ
義
経
は
弓
馬

の
家
に
生
れ
来
て
（
中
略
）
兎
角
三
年
の
程
も
な
く
其
忠
勤
も
徒
ら
に
ア
ヽ
ア
恨
め
し
の
浮
世
や
と
嘆
か
せ
給
へ
ば
一
同
も
御
心
根
の
勿

体
な
や
と
不
覚
の
涙
に
す
ゞ
か
け
も
露
の
玉
を
や
と
ゞ
む
ら
ん
」
で
、「
ア
ヽ
ア
」
か
ら
「
三
年
の
程
も
な
く
」
ま
で
は
『
十
八
番
』
の

詞
章
を
簡
略
に
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。

６
は
２
と
「
一
期
の
涙
」
か
ら
「
忘
れ
ま
じ
」
迄
は
同
じ
で
あ
る
。
次
に
「
最
前
関
主
に
呼
留
ら
れ
我
浮
沈
極
り
し
に
真
の
下
人
の
如

く
我
を
さ
ん

ぐ
に
打
し
即
座
の
気
転
」
や
、
血
気
に
は
や
る
他
の
家
来
を
押
さ
え
た
こ
と
を
「
予
譲
が
忠
義
も
何
ぞ
お
よ
ば
ん
是
ぞ
八

幡
の
御
託
宣
と
お
も
へ
ば
嬉
し
い
ぞ
よ
」
の
詞
章
が
あ
っ
て
「
ア
ヽ
い
か
成
ば
こ
そ
」
か
ら
「
嘆
き
給
へ
ば
」
ま
で
は
２
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
そ
し
て
「
一
同
」
は
名
将
義
経
の
も
と
な
ら
何
度
で
も
戦
に
赴
く
こ
と
、
こ
の
大
将
が
「
日
本
の
武
将
共
」
な
ら
ず
諸
国
を
め
ぐ

る
い
た
わ
し
さ
に
こ
ぼ
す
「
涙
霑
か
ゝ
り
し
鬼
あ
ざ
み
霜
に
露
置
如
く
な
り
」
と
な
っ
て
い
て
、
能
や
『
十
八
番
』
の
詞
章
を
散
り
ば
め

な
が
ら
、
新
た
な
詞
章
を
形
成
し
て
い
る
。

３
は
「
一
期
の
涙
ぞ
殊
勝
な
る
判
官
武
蔵
の
手
を
と
り
給
ひ
只
今
の
気
転
ぼ
ん
り
よ
の
業
に
あ
ら
ず
」
と
能
の
詞
章
も
利
用
し
、
続
く

「
実
に
武
士
の
習
ひ
と
は
い
ゝ
な
が
ら
国
の
為
」
か
ら
「
水
の
泡
」
ま
で
は
、
１
と
用
字
は
ち
が
う
も
の
の
、
詞
章
は
同
じ
で
あ
る
。
但

し
そ
の
後
は
「
恨
め
し
の
浮
世
や
と
嘆
か
せ
給
へ
ば
」
と
続
き
、
２
と
同
様
に
な
る
。

４
は
「
一
期
の
涙
ぞ
殊
勝
也
義
経
御
声
く
も
ら
せ
給
ひ
」
と
あ
っ
て
「
ハ
い
か
成
ば
義
経
は
」
以
後
は
２
と
同
じ
で
あ
る
。

７
は
「
一
期
の
涙
ぞ
殊
勝
な
る
。
義
経
も
御
声
く
も
り
」
に
「
ア
い
か
な
れ
ば
こ
そ
義
経
は
（
中
略
）
徒
に
ア
ラ
」
と
２
と
同
じ
詞
章

が
続
き
、
そ
の
後
は
「
情
け
な
の
浮
世
や
と
」
が
２
と
異
な
る
も
の
の
「
嘆
か
せ
給
へ
ば
」
以
下
は
２
と
同
様
で
あ
る
。

義
経
が
我
が
身
を
嘆
く
詞
章
が
記
述
さ
れ
て
い
る
作
品
で
は
、
１
が
３
と
共
通
し
た
部
分
が
や
や
あ
る
も
の
の
、
他
本
と
の
相
違
が
多
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い
。
２
、
４
、
７
は
共
通
部
分
が
多
く
、
６
も
２
と
共
通
部
分
は
あ
る
が
、
他
本
に
な
い
詞
章
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
は

先
行
作
の
詞
章
を
利
用
し
な
が
ら
、
新
た
な
語
句
も
織
り
交
ぜ
、
義
経
が
弁
慶
を
誉
め
る
様
子
や
、
家
来
が
義
経
を
慕
う
描
写
を
詳
し
く

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
道
八
芸
談
』
で
は
、
一
八
九
五
年
の
『
勧
進
帳
』
に
つ
い
て
「
今
や
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
奥
の
義
経
と
弁
慶
の
や
り
と
り
な
ど
結
構
な
節

が
付
い
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。「
奥
」
に
は
前
述
の
よ
う
な
義
経
の
嘆
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
聞
か
せ
場
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

見
て
き
た
よ
う
に
、『
勧
進
帳
』
に
は
現
行
と
異
な
っ
た
内
容
の
本
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
年
代
が
確
定
で
き

な
い
も
の
が
多
く
、
ま
た
上
演
毎
に
詞
章
が
相
違
す
る
こ
と
は
現
在
で
も
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
で
と
り
あ
げ
た
十
本
の
影
響
関
係
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
だ
卿
の
君
の
登
場
と
、
関
所
通
過
後
の
義
経
の
嘆
き
部
分
を
除
く
と
、
１
、
２
、
３
、
７
は
近
い
関
係

に
あ
り
、
１
が
今
回
見
た
も
の
の
中
で
最
古
の
本
と
す
る
と
、
他
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
し
て
５
、
６
、
８
、
９
、
10
は

浄
瑠
璃
独
自
の
工
夫
し
た
姿
勢
が
よ
り
強
い
と
言
え
よ
う
。
さ
き
に
一
で
、
９
、
10
の
作
成
時
期
を
一
九
一
四
年
〜
一
九
四
六
年
ま
で
と
、

幅
広
く
し
た
。
し
か
し
共
通
部
分
の
あ
る
５
、
６
、
８
の
う
ち
、
５
は
、
一
九
〇
六
年
以
前
の
本
と
思
わ
れ
、
８
に
は
書
写
が
一
九
二
九

年
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
９
、
10
は
一
九
二
九
年
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
か
、
そ
の
頃
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
本
の
写
し
と
考
え
て
も
よ
か

ろ
う
。

一
九
三
〇
年
の
上
演
が
一
八
九
五
年
の
も
の
と
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
の
か
否
か
も
、
現
状
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
し
て
も
う
一

つ
気
に
な
る
の
は
、『
四
代
竹
本
越
路
大
夫

（（
1122
））

』
に
あ
る
七
世
竹
本
源
太
夫
の
富
樫
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
の
、「
今
や
っ
て
い
る
団
平
・
道
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八
系
と
違
う
、
文
楽
系
の
『
勧
進
帳
』」
と
い
う
文
章
で
あ
る
。
こ
の
文
章
に
よ
る
『
勧
進
帳
』
の
上
演
は
出
勤
メ
ン
バ
ー
（
四
世
清
六
、

四
世
野
沢
勝
市
）
か
ら
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
四
月
の
御
霊
文
楽
座
と
な
る
。
一
八
九
五
年
時
に
は
勿
論
団
平
・
道
八
が
勤
め
て
い

る
の
で
、
二
六
年
は
そ
れ
と
別
系
統
と
な
る
。
す
る
と
調
査
し
た
本
に
そ
の
時
の
系
統
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
六
年
の
番
付
に
は
一
八

九
五
年
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
の
番
付
に
あ
る
「
春
日
台
」
が
な
い
の
で
九
五
年
系
と
は
違
う
可
能

性
は
あ
る
。

一
九
三
〇
年
四
ッ
橋
文
楽
座
上
演
時
の
筋
書
き
に
も
春
日
台
の
記
述
は
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
は
一
八
九
五
年
の
も
の
を
上
場
す
る
旨

が
書
か
れ
て
い
る
。
栄
三
の
「
文
章
も
少
し
違
っ
て
居
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
ば

（（
1133
））

や
、
九
五
年
の
『
勧
進
帳
』
に
つ
い
て
の
「
只
今
文

楽
で
演
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
書
卸
し
の
時
は
随
分
長
く
、
今
演
っ
て
い
る
の
は
そ
の
三
分
の
二
位
で
す
。」
と
い
う
『
道
八
芸
談
』
か

ら
、
九
五
年
の
も
の
か
ら
道
行
き
や
卿
の
君
等
の
件
を
大
幅
に
割
愛
し
て
上
演
し
た
の
が
、
一
九
三
〇
年
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

人
形
浄
瑠
璃
『
勧
進
帳
』
は
上
演
さ
れ
始
め
た
頃
は
作
品
に
よ
っ
て
、
先
行
作
に
は
な
い
道
具
の
使
用
、
女
方
の
登
場
、
富
樫
の
情
け

強
調
、
弁
慶
の
名
乗
り
、
主
従
の
や
り
と
り
等
を
工
夫
し
て
独
自
性
も
出
そ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
長
い
舞
台
に
な
り
、
芝
居
め
い
た

あ
ざ
と
い
場
面
も
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
で
い
わ
ば
贅
肉
を
そ
ぎ
落
と
す
よ
う
に
、
な
く
も
が
な
と
思
わ
れ
る
部
分
は
削
ら
れ
た
。
そ
の
結

果
、
先
行
の
能
や
『
十
八
番
』
に
近
づ
い
た
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
後
半
の
見
せ
場
や
聞
か
せ
場
が
延
年
や
六
法
と
な
る
と
、
そ
の
前
の

主
従
の
嘆
き
も
省
略
さ
れ
た
。
上
演
時
間
の
都
合
で
あ
ろ
う
か
、
現
在
は
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
に
あ
っ
た
、
関
所
を
前
に
「
踏
み

や
ぶ
ら
ん
」
と
勇
む
四
天
王
の
詞
章
も
語
ら
れ
な
い
。
本
作
は
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
「
三
大
名
作
」
の
よ
う
な
古
典
で
は
な
い
の
で
、

改
編
し
易
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
所
蔵
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
（
安
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
『
勧
進
帳
』
が
三
種
類
あ
る
。
一
つ
は
出
演
者
か
ら

大
正
末
期
の
録
音
と
推
定
さ
れ
、
内
容
は
現
行
と
大
差
な
い
。
後
の
二
種
類
は
い
わ
ゆ
る
文
楽
の
奏
演
者
に
よ
る
録
音
で
は
な
く
、
録
音

時
期
も
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
が
故
の
収
録
時
間
の
関
係
か
、
省
略
も
あ
る
の
で
、
詞
章
に
つ
い
て
検
討
し
た
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本
稿
で
は
、
用
い
な
か
っ
た
。

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
ご
教
示
や
資
料
の
提
供
を
下
さ
っ
た
吉
田
玉
男
氏
、
後
藤
静
夫
氏
、
桜
井
弘
氏
、
豊
竹
呂
勢
大
夫
氏
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

注

(

1)

『
吉
田
栄
三
自
伝
』
一
九
四
八
年
十
二
月
　
和
敬
書
店
。

(

2)

一
九
三
〇
年
　
四
ッ
橋
文
楽
座
の
筋
書
き
。

(

3)

一
九
三
五
年
十
一
月
　
台
華
社
『
杉
山
其
日
庵
遺
作
浄
瑠
璃
集
』
所
収
「
安
宅
関
所
段
」
と
同
内
容
。

(

4)

『
義
太
夫
年
表
　
明
治
篇
』（
義
太
夫
年
表
刊
行
会
）
及
び
『
義
太
夫
年
表
　
大
正
篇
』（
義
太
夫
年
表
刊
行
会
）
所
収
。

(

5)

た
だ
し
６
は
「
ケ
よ
う
に
候
者
は
」
か
ら
「
山
伏
の
通
り
あ
ら
ば
こ
な
た
へ
申
候
へ
畏
つ
て
候
」
ま
で
は
、
次
葉
の
「
旅
の
衣
は
」
以
下
と
別
筆
。

後
か
ら
足
し
た
と
見
ら
れ
る
。

(

6)

『
道
八
芸
談
』
一
九
八
七
年
十
一
月
復
刊
　
ぺ
り
か
ん
社
。

(

7)

現
行
は
６
よ
り
も
詞
章
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

(

8)

東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
所
蔵
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
（
安
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）『
勧
進
帳
　
安
宅
新
関
の
場
』
鴻
池
家
委
嘱
盤
に
は
末
尾
に
８
と
同
様

な
、
寿
ぎ
の
詞
章
が
あ
る
。
演
者
は
い
わ
ゆ
る
文
楽
の
奏
演
者
で
は
な
く
録
音
年
月
と
も
に
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
。

(

9)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
六
に
記
し
た
、『
吉
田
栄
三
自
伝
』
で
も
触
れ
て
い
る
。

(

10)

（
１
）
に
同
じ
。

(

11)

安
部
豊
「
東
京
初
演
の
勧
進
帳
」『
演
芸
画
報
』
一
九
三
一
年
八
月
号
。

(

12)

一
九
八
四
年
三
月
　
淡
交
社
。

(

13)

（
１
）
に
同
じ
。
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〔Summary〕

Comparative Study of Various Versions of 
Ningyo-joruri“Kanjincho”with Emphasis on Its Script

KAMAKURA Keiko

Ningyo-joruri“Kanjincho”is said to have been first performed in 1895. It
was revised in 1930 and has been transmitted to this day. The existing script
and styles of performance exhibiting characteristics particular to joruri was
established, based on the noh piece“Ataka”and kabuki piece“Kanjincho.”
At the time of the first performance, it was entitled“Narihibiku Ataka no
Shinseki.”Sometimes this title is used even today.

Although the original script has not been handed down, other versions of
the script were examined to study the content of this work. 

In some of the versions prior to 1930, the wife of Yoshitsune, who does not
appear in today's ningyo-joruri or kabuki, appears. In others, TOGASHI Saemon,
the guardian of the Ataka Checkpoint gives to Yoshitsune and his followers a
permit that will enable them to pass other checkpoints in the future without
trouble. Such kind of details shows the influence of medieval stories and works
by CHIKAMATSU Monzaemon of the Edo period. These and other details, such as
in the script and stage properties, also suggest that ningyo-joruri“Kanjincho”
developed in its own way.

When compared with today's stage, scripts until about 1950 provide more
detailed explanations of the characters and have longer dialogues. These
gradually became simplified to their present condition. The reason for such
simplification may have been in the storyteller's attempt to avoid lengthy
expressions or in the consideration given to shorten the duration of a
performance because of some circumstances on the part of the theater. As a
result, additions that were made after the first performance, which did not
exist in noh or kabuki, were erased. In that sense, it may be said that today's
“Kanjincho”is closer to the noh and kabuki versions on which the ningyo-
joruri“Kanjincho”was based.


